
第87号幽艶
2015（平成27年12月25日発行）一中地区地域のふれあいを広める会

第
3
0
回
を
迎
え
た

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ま
つ
り

ゝ
二
牒
憎
の

ふ
れ
あ
い
を
広
め
る
会

事
務
局
長
　
川
島
　
博

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
は
、
昭

和
6
1
年
日
月
9
日
の
開
館
と
共
に
「
一

中
地
区
地
域
の
ふ
れ
あ
い
を
広
め
る

会
」
を
設
立
し
、
そ
の
初
代
会
長
に

武
石
富
康
氏
（
勝
倉
）
が
就
任
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
年
度
の
2
月
に
第
1

回
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ま
つ
り
を
開
催

し
、
今
年
で
第
3
0
回
を
迎
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

当
時
の
祭
り
は
、
館
内
の
1
階
は

利
用
団
体
に
よ
る
作
品
の
展
示
、
2

階
は
展
示
と
芸
能
発
表
（
ダ
ン
ス
・

歌
な
ど
）
、
3
階
は
展
示
・
喫
茶
・
茶

道
教
室
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
館
外
で

は
、
現
在
も
実
施
し
て
い
る
餅
つ
き

コ
ー
ナ
ー
他
4
コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら

れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
芸
能
発
表
は

参
加
団
体
の
増
加
や
出
演
内
容
の
充

実
に
よ
り
「
芸
能
音
楽
祭
」
と
し
て

会
場
を
文
化
会
館
へ
と
移
し
、
各
団

体
の
発
表
の
場
と
し
て
盛
大
に
実
施

さ
れ
て
い
ま
す
。

今
年
の
祭
り
は
、
心
配
さ
れ
た
雨

も
上
が
り
親
子
連
れ
な
ど
で
大
い
に

賑
わ
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
祭
り
な
ど
を
通
し
て
、

人
と
人
の
ふ
れ
あ
い
を
大
切
に
、
潤

い
の
あ
る
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て
、

微
力
な
が
ら
努
力
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
地
域
の
皆
様
の

一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。
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いい筆遣いですね！

匂いに誘われて“やきとり”コーナー

なかなかとれない

幸i云L二転＿塁
コーヒーでひと休み

“焼芋”いっぱい焼けたよ～

お客さん待ってるよ～

どの花にしようかな～

さあ～もう少し夕

温ったまるネェー

「
お
も
い
や
り
市
場
」
を
通
し
て

福
祉
部
副
部
会
長
　
大
内
　
由
利
子

今
年
も
福
祉
部
会
は
「
お
も
い
や
り
市
場
」
を

担
当
し
ま
し
た
。

小
雨
降
る
中
で
の
ス
タ
ー
ト
に
な
り
、
販
士
雷
凹

が
売
れ
る
か
ど
う
か
心
配
し
ま
し
た
が
ほ
ぼ
完
売

し
ま
し
た
。
販
売
品
は
、
じ
ゃ
が
バ
タ
ー
・
ゆ
ず

味
噌
お
で
ん
・
ジ
ュ
ー
ス

類
・
駄
菓
子
で
、
そ
の
他

3
か
所
の
福
祉
施
設
の
作

品
及
び
製
品
で
す
。
駄
菓

子
売
り
場
に
1
0
円
玉
を

握
っ
て
買
い
に
来
る
子
ど

も
や
、
福
祉
施
設
の
ク
ッ

キ
ー
を
求
め
る
老
夫
婦
な

ど
、
た
く
さ
ん
の
方
た
ち

と
「
お
も
い
や
り
市
場
」

を
通
し
て
、
暖
か
い
交
流

が
育
ま
れ
た
一
日
で
し
た
。

折
り
紙
体
験
コ
ー
ナ
ー

折
り
紙
教
室
「
さ
わ
や
か
」

代
表高

野
　
き
み
子

平
成
1
2
年
コ
ミ
セ
ン
主
催
の
折
り
紙
講
座
か
ら

始
ま
り
、
2
年
後
に
自
主
折
り
紙
教
室
「
さ
わ
や
か
」

と
な
り
ま
し
た
。
月
一
回
の
講
座
の
他
、
学
校
や

施
設
な
ど
の
出
前
講
座
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
年
の
折
り
紙
体
験
コ
ー
ナ
ー
は
、
来
年
の
干
支

「
申
」
に
ち
な
ん
で
5
種
類
の
猿
を
準
備
し
ま
し
た
。

幼
児
か
ら
シ
ニ
ア
ま
で

約
4
0
人
が
体
験
。
ひ
と

折
り
ひ
と
折
り
真
剣
に

挑
戦
し
、
出
来
上
が
っ

た
時
は
、
笑
顔
が
こ
ぼ

れ
て
い
ま
し
た
。
皆
さ

ん
の
楽
し
そ
う
に
折
っ

て
い
る
姿
を
見
て
、
日

本
か
ら
生
ま
れ
た
伝
統

文
化
の
折
り
紙
を
、
こ

れ
か
ら
も
続
け
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
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私のたのしみ⑳
人生を愉しむ

鎌田　顕－さん（72）

大平にお住まいの鎌田頭－さんに、多彩な趣味

についてお話を伺いました。

鎌Bさんは32歳の頃、転勤した職場の仲間に誘

われてテニスを始めたそうです。それから退職す
るまでは土・日に、その後は週3日（月・水・金）と、
40年間テニスを楽しんできました。Tomorr0VV（明

日）という名のテニス好きの集まるこのグループ

は、様々な人々の出入りを経て、今は当時からの

仲間3人を含む12人ほどで活動しているそうで
す。午後1時から5時まで4時間、かなり体力が

要るので「今年の夏は、何回か熱中症になって点
滴を受けたよ」と笑いながら話してくれました。
「良いシヨ、ソトを打った時のパーンという手ごた

えが、テニスの醍醐味」「同年代の仲間がいるっ

ていいな」鎌毘さんは楽しくて仕方がないご様子
です。

テニスだけでなく、定年になってから始めた水

彩画にも熱中。お部屋には、奥様をモデルにした

美人画が数枚飾られていました。また、週1は健
康体操にも通っています。「健康だからできるこ
と。僕の健康を考えて、ワイフが食事を作ってく
れるからね。家の外ではテニス、内では絵を楽し

んでいるよ」と愛妻家の鎌田さんは、毎日精力的
に活動しています。「今が一番楽しい！こんなに

好きなことが続けられて、幸せだより」と言う、

人生を愉しんでいるお姿に感動しました。

麟紺脚槻喰
中根自治会

8月30臥　今年で第30回の記念大会となる中根

自治会主催の球技大会が、選手■役員230人の参

加で開催されました。

ソフトボールは、11チームによるトーナメン

ト戦が後野グランドで行われました。素早い動き

の高佼生から70代の往年の選手までが、熱戦を

繰り広げました。またヘルスバレーボールは、男

女混合6チームによるリーグ戦が中根小学校の体

育館で行われ　はつらつとしたプレーに歓声が上

がっていました。

練習時から地域一体となった雰諦気の中で、お

互いの親睦と融和が図れる素晴らしい大会となり

ました。今後も、長く続けていきたい行事です。

地域のわだい

顧袈倶蒸留社製也等
長松自治会長　桑原　武夫

私たちの自治会集会所（長松倶楽部）ができてちょ

うど1年。初めてここで、敬老祝賀会が行われました。

建設の経緯は、以前は地元に1中コミセンがあるこ

とで、自治会集会所建設の機運が盛り上がりませんで

した。しかし、先の震災経験から「自主防災組織で地

域全世帯の安否確認を行う拠点は、絶対必要」と判断

しました。15ページからなる建設趣意書を回覧した

3ケ月後、住民投票を行い、賛成多数で建設すること

が決まりました。幸運にも、公園内に建設できる公共

建物の許容率が2％から5％に改定されたので、長い

松や桜の木が残る美しい3000坪の長堀公園内に、長

松倶楽部が建設されました。

守堺囲物多掛物
勝倉小学校

勝倉小には、市内小学校には珍しいアスレ

チック遊具があります。子どもたちにとって、

楽しみな遊びの場です。

老朽化に伴い作り替えることとなり、今年

の夏からアスレチック委員及び自衛軌こ勤務

する保護者が中心となって、校門近くに新し

いアスレチ、ソクが作られました。遊具の数は

以前に比べ減ったようですが、木立の中にあっ

た時よりも日当たりが良くなり、子どもたち

二
七
電
話
詐
欺
に
注
意

西
中
根
自
治
会

益
子
　
智
子

あ
る
朝
、
電
話
が
鳴
っ

た
。
「
も
し
も
し
お
母
さ

ん
、
英
二
だ
け
ど
」
と
言

う
。
「
ど
う
し
た
の
」
　
と

聞
く
と
、
「
喉
に
何
か
で

き
て
い
る
み
た
い
で
、
今

東
京
の
病
院
に
い
る
ん

だ
。
病
院
の
中
だ
か
ら
あ

ま
り
よ
く
伝
え
ら
れ
な

い
」
「
え
っ
、
昨
日
大
阪

に
帰
っ
た
ば
か
り
じ
ゃ
な

い
の
」
「
う
ん
、
で
も
今

日
東
京
で
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

が
あ
る
か
ら
出
張
で
来
た

ん
だ
け
ど
、
上
司
に
喉
の

こ
と
を
話
し
た
ら
、
す
ぐ

行
け
と
言
う
の
で
来
た
ん

だ
」
私
は
直
感
で
お
か
し

い
と
思
っ
た
。
次
男
は
、

自
分
で
仕
事
を
し
て
い
る

も

二

七

電
話
詐

欺
に
ご

注
意
く

だ
さ
い
。

か
ら
上
司
は
い
な
い
。
そ

こ
で
受
話
器
を
主
人
に
渡

し
た
。
急
い
で
恵
子
の
携

帯
に
電
話
す
る
と
本
人
が

出
た
。
や
っ
ぱ
り
二
七
電

話
詐
欺
だ
っ
た
の
だ
。
通

話
中
の
主
人
に
そ
の
こ
と

を
伝
え
る
と
、
指
で
O
K

サ
イ
ン
。
「
も
う
、
電
話

し
な
く
て
も
い
い
！
」
　
と

怒
っ
て
電
話
を
切
っ
た
。

そ
の
後
2
0
分
お
き
に
電
話

が
鳴
っ
た
が
、
留
守
電
に

し
て
お
い
た
の
で
、
事
な

き
を
得
た
。

そ
の
後
も
、
今
度
は
長

男
の
名
を
騙
っ
て
、
同
じ

パ
々
T
l
ン
の
電
話
が
来

た
。
皆
様
も
、
く
れ
ぐ
れ

敬
老
会
あ
れ
や
・
こ
れ
や

兼
中
根
団
地
自
治
会
長

伊
野
　
昂

敬
老
の
日
は
、
兵
庫
県

の
あ
る
村
で
昭
和
2
2
年
に

提
唱
さ
れ
た
　
「
と
し
よ
り

の
日
」
が
始
ま
り
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
「
老
人
を
大

切
に
し
、
知
恵
を
借
り
て

村
作
り
を
し
よ
う
」
と
9

月
1
5
日
を
　
「
と
し
よ
り
の

日
」
と
定
め
敬
老
会
を
開

き
ま
し
た
。
昭
和
2
5
年
か

ら
兵
庫
県
全
体
で
、
2
6
年

に
は
全
国
社
会
福
祉
協
議

会
が
同
日
を
「
と
し
よ
り

の
日
」
　
と
定
め
、
こ
の
日

よ
り
一
週
間
を
運
動
週
間

と
し
ま
し
た
。
昭
和
3
8
年

に
制
定
さ
れ
た
老
人
福
祉

法
で
、
同
日
を
「
老
人
の

日
」
、
同
週
を
「
老
人
週
間
」

と
定
め
、
次
の
年
か
ら
実

施
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に

昭
和
4
1
年
に
は
、
国
民
の

祝
日
と
し
て
「
敬
老
の
日
」

が
制
定
さ
れ
、
同
時
に
老

人
福
祉
法
で
も
「
老
人
の

日
」
が
「
敬
老
の
日
」
　
に

改
め
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
先
人
た

ち
の
約
2
0
年
に
わ
た
る
た

ゆ
ま
ぬ
努
力
に
よ
っ
て
誕

生
し
た
「
敬
老
の
日
」
　
で

す
が
、
地
域
で
行
う
敬
老

会
は
盛
り
上
が
り
が
欠
け

て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
7
5

歳
と
8
0
歳
代
の
敬
老
会
対

象
者
問
で
も
老
人
観
に
大

き
な
違
い
が
あ
る
こ
と
。

加
え
て
、
核
家
族
化
の
進

展
に
伴
い
、
高
齢
者
か
ら

の
経
験
に
基
づ
く
知
識
や

知
恵
の
伝
承
が
薄
れ
、
長

幼
の
序
な
る
精
神
が
希
薄

化
し
て
き
て
い
る
こ
と
。

社
会
環
境
の
変
化
に
的
確

あ
れ
や
・
こ
れ
や
・
‥

に
対
応
し
た
敬
老
会
で
な

い
た
め
と
考
え
ま
す
。

そ
こ
で
我
が
自
治
会
で

は
、
敬
老
対
象
者
の
多
く

の
方
が
気
楽
に
参
加
で
き

る
こ
と
、
余
興
を
楽
し
み

な
が
ら
飲
食
が
で
き
る
こ

と
を
目
標
に
掲
げ
て
、
今

年
度
は
ホ
テ
ル
で
の
デ
ィ

ナ
ー
シ
ョ
ー
を
計
画
。
参

加
者
を
募
っ
た
と
こ
ろ
、

多
く
の
賛
同
が
得
ら
れ
、

参
加
者
が
昨
年
の
二
割
に

比
べ
、
今
年
度
は
四
割
弱

に
増
え
ま
し
た
。
敬
老
会

対
象
者
の
皆
さ
ん
と
、
同

じ
方
向
を
見
据
え
た
敬
老

会
で
あ
っ
た
よ
う
な
気
が

し
ま
す
。
こ
れ
で
東
中
根

団
地
の
敬
老
会
は
、
一
皮

む
け
た
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
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瓜か　や　つ　に　し

深谷津西公園

地形を利用した長いすべり台が人気。ロ
ケーションも良く、雰囲気の良い公園です。

後野公園

遊具が新しくなりました。鉄棒の練習を、

ここでした人は多いよね！

往かぬ　かみの

中鵬上野公匝

管理人が常駐しているので、手入れが行き
届き、安心感があります。

以前はくるくる回る遊具があったので、
今も通称「クル公」と親しまれています。

朝早くから遅くまで多くの人が散歩・ス
ポーツなど、思い思いに過ごしています。

≠寧≠呼粗野払寧≠啓食尽鞍≠啓≠舶剃』爆砕食や≠≠啓≠啓≠鞍≠啓≠寧≠登
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私
の
サ
7
・
パ
ー
ト
ナ
ー

1
中
コ
ミ
セ
ン
　
ス
ボ
ー
ッ
吹
き
矢
教
室

本
間
　
久
廣

皆
さ
ん
は
、
吹
き
矢
と
聞
く
と
何
を
思
い
浮
か
べ

ま
す
か
？
忍
者
が
物
陰
か
ら
吹
き
矢
で
「
ピ
ユ
ツ
」

で
す
か
ね
。
現
代
で
は
体
に
良
い
明
る
い
ス
ポ
ー
ツ

と
し
て
取
り
入
れ
ら
れ
、
矢
2
0
本
を
吹
く
と
散
歩
5

k
m
と
同
じ
力
ロ
リ
1
を
消
費
す
る
と
云
わ
れ
て
い
る

ん
で
す
よ
。

ひ
た
ち
な
か
市
で
は
、
平
成
1
7
年
に
1
中
コ
ミ
セ

ン
で
成
田
先
生
が
教
室
を
開
か
れ
、
最
初
8
人
で
始

め
ま
し
た
が
、
今
で
は
市
内
で

1
9
8
人
も
の
会
員
が
楽
し
ん

で
い
る
ん
で
す
。
1
中
コ
ミ
セ

ン
教
室
は
今
年
1
0
周
年
を
迎
え
、

記
念
大
会
を
皆
で
楽
し
く
祝
い

ま
し
た
。

私
た
ち
は
金
曜
日
に
練
習
し
、

月
例
競
技
会
・
教
室
競
技
会
・
お

楽
し
み
競
技
会
で
、
腕
を
磨
い
て

い
ま
す
。
親
睦
を
深
め
る
た
め
、

春
は
桜
の
下
で
昼
食
会
、
秋
は

い
こ
い
の
村
澗
沼
で
グ
ラ
ン
ド
コ

ル
フ
大
会
、
そ
の
後
温
泉
で
汗
を

流
す
等
、
明
る
く
楽
し
く
を
モ
ッ

ト
ー
に
活
動
し
て
い
る
ん
で
す
。

教
室
で
は
笑
顔
の
可
愛
い
女

先
生
2
人
の
技
術
指
導
を
受
け
、

明
る
い
風
も
心
に
吹
き
込
ん
で

も
ら
っ
て
い
ま
す
。
腕
の
方
は

男
性
陣
、
教
室
で
良
い
ん
だ
が

大
き
な
大
会
に
出
る
と
タ
メ
、
瞥
塵
取
∵
』
駄

全
然
タ
メ
。
「
弱
え
な
あ
。
こ
ん
つ
ぎ
ガ
ン
バ
ツ
ペ
」

等
々
で
今
日
ま
で
来
て
し
ま
っ
た
な
。
そ
の
点
、
女

性
陣
は
上
位
入
賞
す
る
な
ど
女
の
人
達
、
強
え
な
あ
。

今
日
は
金
曜
日
。
大
き
く
恵
を
吸
い
な
が
ら
的
に

狙
い
を
定
め
「
フ
ツ
」
一
気
に
お
腹
に
溜
め
た
空
気

を
吹
き
出
す
。
「
シ
ュ
パ
」
真
ん
中
黒
点
に
命
中
。
2

～
4
の
矢
、
次
々
命
中
。
筒
に
5
の
矢
を
入
れ
る
頃
、

教
室
は
静
か
な
注
目
で
緊
張
が
足
元
か
ら
上
っ
て
来

る
ん
で
す
。
そ
れ
に
耐
え
、
思
い
切
っ
て
吹
き
出
す
。

ア
ア
～
の
溜
恵
が
背
で
・
　
。

環
境
部
会

1
0
月
1
6
日
、
富
士
山
地
区

を
巡
視
し
た
。
自
治
会
長
と

部
会
員
2
5
人
が
2
班
に
分
か

れ
、
ご
み
を
拾
い
集
め
た
。

一
見
き
れ
い
に
見
え
る
道

路
脇
や
側
溝
に
、
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
・
空
き
缶
を
発
見
。
し

か
し
、
全
体
的
に
ご
み
の
量

は
少
な
か
っ
た
。
住
宅
地
の

せ
い
で
あ
ろ
う
か
。

一
方
、
人
目
の
届
か
な
い

空
き
地
や
雑
木
林
に
は
、
し

ば
し
ば
投
棄
ご
み
が
見
つ
か

る
。
こ
れ

ら
の
低
減

活
動
も
継

続
実
施
し

て
ゆ
く
。

皆
様
に

も
引
き
続

き
、
環
境
美

化
の
ご
協

力
を
お
願

い
し
た
い
。

安
全
防
災
部
会

8
月
2
7
日
、
1
中
コ
ミ
セ

ン
に
お
い
て
4
ヮ
人
の
参
加
で

安
全
教
室
が
行
わ
れ
た
。
近

年
の
炎
害
に
お
い
て
高
齢
者

の
被
災
が
多
い
の
で
、
日
赤

茨
城
県
支
部
の
安
由
美
子
・

横
田
八
千
代
さ
ん
に
よ
る

「
み
ん
な
で
で
き
る
支
援
に

つ
い
て
」
　
講
話
が
あ
っ
た
。

揺
す
る
時
の
心
づ
か
い
・
病

気
や
症
状
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
心
得
な
ど
を
学
ん
だ
。

生
活
不
活
発
病
を
防
ぐ
体

操
や
毛
布
を
使
っ
た
ガ
ウ

ン
、
風
呂

敷
を
使
っ

て
リ
ユ
ツ

ナ
サ
ツ
」
ノ

を
作
る
な

ど
、
体
験

学
習
も
で

きた。

青
少
年
部
会

7
月
2
5
日
、
三
反
田
小
学

校
に
お
い
て
「
三
世
代
ふ
れ

あ
い
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室
」
を
行

な
っ
た
。
猛
暑
の
中
、
約

1
5
0
人
が
参
加
。
今
年
か

ら
新
し
く
貝
殻
ア
ー
ト
を
加

え
、
ど
ん
ぐ
リ
ア
ー
ト
、
慣
れ

な
い
の
こ
ぎ
り
を
使
っ
た
竹

の
水
鉄
砲
・
け
ん
玉
な
ど
、
夢

中
に
な
っ
て
作
品
作
り
に
チ

ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
た
。

う
ま
く
水
の
出
な
か
っ
た
水

鉄
砲
も
、
手
伝
っ
て
も
ら
っ
て
調

整
す
る
と
ま
っ
す
ぐ
に
出
る
よ
う

に
な
っ
た
。
子
ど
も
た
ち
は
歓
声

文
化
部
会

1
2
月
4
日
、
1
中
コ
ミ
セ

ン
で
　
〝
R
・
－
n
S
S
″
　
の
ハ

ン
ド
ベ
ル
に
よ
る
　
「
心
の
い

や
し
コ
ン
サ
ー
ト
」
が
開
か

れ
た
。
前
半
は
童
謡
、
後
半

は
ク
リ
ス
マ
ス
ソ
ン
グ
な
ど

が
演
奏
さ
れ
、
8
0
人
の
参
加

者
は
そ
の
澄
み
き
っ
た
音
色

に
い
や
さ
れ
た
。
演
奏
の
合

間
に
は
、
梅
津
直
子
先
生
に

よ
る
　
「
ハ
ン
ド
ベ
ル
の
鳴
ら

福
祉
部
会

9
月
1
8
日
、
㌘
人
の
参
加

に
よ
り
、
牛
久
市
に
あ
る

社
会
福
祉
法
人
　
新
世
会

「
み
の
る
の
郷
」
　
を
視
察
研

修
し
た
。

こ
こ
は
、
障
が
い
者
が
地

域
で
生
活
し
た
り
働
い
た
り

す
る
こ
と
を
、
一
緒
に
考
え
禰

習
す
る
適
所
施
設
。
コ
ー
ヒ

ー
豆
の
選
別
・
織
物
・
パ
ン

作
り
な
ど
の
作
業
を
し
て
い

た
方
々
は
、
表
情
も
明
る
く

意
欲
的
に
取
り
組
ん
で
い
る

様
子
が
う
か
が
え
た
。

集
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
新
し
い
企
画
と

し
て
「
地
域
の
公
国
紹
介
」

を
掲
載
し
ま
す
。
近
く
を

通
る
だ
け
で
は
気
付
か
な

い
新
し
い
発
見
が
あ
る
の

で
は
・
　
。
こ
れ
か
ら

も
続
け
て
い
き

た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

第
2
1
回
秋
季
大
運
動
会

が
雨
天
の
た
め
中
止
と
な

り
、
今
号
に
予
定
し
て
い

た
紙
面
内
容
も
変
更
。
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ま
つ
り
が
今

年
で
第
3
0
回
、
節
目
の
回

で
す
の
で
1
・
2
面
に
特


